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謹賀新年 

新年早々、能登半島での大きな地震や、航

空機事故など大変痛ましいニュースからはじまり

ました。そして日を追うごとに被害の甚大さが明

らかになっています。被災された皆様には、謹ん

でお見舞い申し上げます。 

さて、昭和３０年４月２２日に設立された松楓

会は、間もなく６９年を迎え７０周年に向かって歩

み始めました。こうして長く続けられているのも、

ひとえにご利用者様、ご家族様並びに地域の皆

様の温かいご支援とご協力のおかげであり、心

より御礼申し上げます。 

２０２４年になる今年は辰年です。そして今年

は１年が３６６日となる、うるう年でもあります。うるう

年は基本的に４年に一度で干支は１２なので、う

るう年になる干支は子（ね）・辰（たつ）・申（さる）

と決まっています。そんな特別な辰年ですが、

「竜のように猛々しく新しいことに挑戦する年」と

言われており、松楓会においても今年は様々な

新しい取り組みを始めていきます。その取り組み

の一つとして、２月下旬には特定技能外国人８

名の方々をミャンマーより受け入れる予定です。

ここ数年、介護業界は深刻な人材不足が問題

視されております。 

募集をしても中々人が集まらない状況であり、

外国人労働者の受け入れを拡大することで問

題の打開策につながることを期待しております。

松楓会では、すでに台湾出身の方やフィリピン

出身の方などが在籍しており、組織のグローバ

ル化が進んでいる中で新たな創造性と活力が

あふれてきたのを実感しています。 

新しい令和の時代においても、地域のセーフ

ティネットとして、そして福祉のパイオニアとして

その役割を果たしていけるよう、私たちは精一

杯努めてまいる所存でおります。本年も引き続き

皆様のご指導・ご鞭撻を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

 

 

新年のご挨拶 
 

 

社会福祉法人 松楓会 

 

常務理事 馬 場 壮 稚 

新年あけましておめでとうございます 

 



新年会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

松
楓
園 

 

松
楓
園
で
は
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
感
染
症
の
流
行
も
な
く
、
穏
や
か
な
年
末

年
始
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

感
染
症
に
関
し
て
は
、
特
に
高
齢
者
に
は
重

篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
た
め

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
季
節
感
や

楽
し
み
の
あ
る
日
常
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

～年末年始の催し～ 

クリスマス会 おせち料理 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

和 

敬 

園 

令
和
五
年
度 

 

第
三
者
評
価
の
受
審
経
過
報
告  

令
和
五
年
度
第
三
者
評
価
は
「
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
ズ
」
へ
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。 

日
程
と
し
て
は
、
十
月
四
日
～
十
三
日

ま
で
に
職
員
自
己
評
価
の
記
入
及
び
提

出
、
十
二
月
四
日
、
調
査
員
が
来
園
し
ご

利
用
者
様
へ
直
接
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
後
、
場
面
観

察
と
し
て
食
事
の
ご
様
子
を
見
学
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

今
後
の
予
定
と
し
て
令
和
六
年
二
月
二

十
二
日
、
職
員
を
対
象
に
訪
問
調
査
の
方

が
来
園
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

結
果
に
関
し
て
は
三
月
以
降
、 

「
福
ナ
ビ
」

（fu
k
u
n
av

i.or.jp
/fu

k
u
n
av

i/h
y
ok

a/h

y
ok

atop
.h

tm

）
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で

す
。 

  

行
事
写
真
～
ク
リ
ス
マ
ス
・年
始
・新
年
会
の
ご
様
子
～ 書初め・福笑い 

今年もよろしくお願いいたします！ 



【令
和
五
年
十
二
月
の
行
事
】 

★
コ
ス
モ
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
★ 

厳
か
な
雰
囲
気
で
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
か
ら 

始
ま
り
、
そ
の
後
は
ゲ
ー
ム
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を 

歌
い
、
寒
い
季
節
で
も
会
場
が
温
ま
り
ま
し
た
。 

職
員
の
髭
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
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★
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
★ 

  

ど
れ
に
し
よ
う
か
し
ら
？ 

と
選
び
な
が
ら 

沢
山
の
種
類
か
ら
お
好
み
の
デ
ザ
ー
ト
を 

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

          
★
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
★ 

 
 

皆
様
、
い
つ
も
に
も
増
し
て
優
し
い
笑
顔
に 

な
り
、
と
て
も
可
愛
い
わ
ん
ち
ゃ
ん
と
の 

交
流
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

【
令
和
六
年
一
月
の
行
事
】 

★
新
春
お
楽
し
み
会
★ 

 

 

書
初
め
、
童
心
に
か
え
り
福
笑
い
や
輪
投
げ
な
ど 

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

        

★
新
年
会
★ 

 
 

達
磨
さ
ん
に
、
「こ
れ
以
上
の
災
害
な
く
皆
が
楽
し
く 

健
や
か
に
」
と
願
い
を
込
め
て
目
入
れ
ま
し
た
。
運
試
し
ボ

ー
リ
ン
グ
は
現
代
ら
し
く
ゲ
ー
ム
機
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
で
試
み

ま
し
た
。
な
か
な
か
難
し
い
操
作
で
し
た
が
、
皆
様
、
素
晴

ら
し
い
腕
前
で
し
た
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あきる野市の見どころ 

市内を流れる秋川は多摩川の支

流で、檜原村に及ぶ約２０㎞を「秋

川渓谷と呼び、新緑や紅葉など四

季折々の景色に目を奪われます。 

秋川のせせらぎが聞こえる露天風

呂がある温泉施設で「美肌の湯」と

して知られています。四季折々の

風景がとてもきれいです。 

あきる野市の隣、檜原村にある秋

川の源流で高度差６０m 全４段か

らなる滝です。冬には凍結した景

色を見られることもあります。 

昭和 36 年に発見された都の天然

記念物で標高 520m全長 300mの

巨大な鍾乳洞です。自然の造形

美に圧倒されます。 

足利尊氏が創建された光厳寺。寺

院にあるヤマザクラは都の三大巨

木・天然記念物で推定樹齢 400年

以上の古木です。 

あきる野市を代表するレジャーラン

ドで、冬でも夏を体感できる充実

設備や絶叫マシンなど一日中楽し

める遊園地です。 

社会福祉法人 松楓会 

 

令和 5年度 1 月新年号 

≪発行元≫ 

社会福祉法人 松楓会 

〒197-0801 

東京都あきる野市菅生１１５９番地 

TEL：０４２（５５８）７０１０（代） 

URL：https://www.showhokai.or.jp/ 

払沢の滝 瀬音の湯 秋川渓谷 

東京サマーランド 光厳寺の大桜 大岳鍾乳洞 

 
 
 

【編
集
後
記
】 

 

各
施
設
で
発
行
を
し
て
い
た

広
報
誌
で
す
が
法
人
（
松
楓

会
）
と
し
て
の
発
行
に
変
更
を

し
て
２
号
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
皆
様
と
の
情
報
の

懸
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
紙
面

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 


